


























































2019 年 3 月 27 日地元調整協議会 

  

 
資料その他３ 

渋谷駅中心地区大規模建築物等に係る特定区域景観形成指針の区域内における 

デジタルサイネージを活用した実証実験の実施について 

 

渋谷駅前エリアマネジメント協議会 

渋谷駅街区共同ビル事業者 

 

渋谷駅前エリアマネジメント協議会および渋谷駅街区共同ビル事業者では、渋谷駅中心

地区における景観形成の更新に向けた取り組みを踏まえ、これまでの東京都、渋谷区およ

び渋谷駅中心地区デザイン会議等での検討内容に基づき、下記の通りデジタルサイネージ

を活用した実証実験を実施いたします。 

 

記 

１．実証実験の目的 

渋谷駅中心地区における景観形成に関わる上位計画および「渋谷駅中心地区まちづく

り指針 2010」で示された将来像“世界に開かれた生活文化の発信拠点・渋谷”を実現

するため、にぎわいの形成やまちの魅力向上につながるデジタルサイネージ等を設置し、

渋谷駅前エリアマネジメント協議会によるまちの付加価値向上に資するスキーム等を活

用した運用を行うため、実証実験により設置の効果や本格運用に向けた課題を検証する。 

 

２．実証実験の対象施設 

 渋谷スクランブルスクエア（東棟）北面及び東面に設置されるデジタルサイネージ 

 （表示面積合計：約７８０㎡） 

 

３．実証実験の概要 

 【実証実験１】2019 年 5 月開始（予定） 

   ＜環境映像などを表示した検証＞ 

   ①街並み・生活環境への影響 ②交通安全性 

③来街者への影響 ④情報発信の有効性 

 

 【実証実験２】2019 年 10 月開始（予定） 

   ＜広告などを表示した検証＞ 

   ○持続可能なまちづくりへの貢献 

    ※エリアマネジメントの地域ルールにより審査・運用する 

 

以 上 


